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研究成果の概要（和文）：本研究では、社会福祉士及び保育者の養成教育に焦点化し、情報技術を活用した教育
プログラムを開発し、その効果について分析を行った。研究の流れとしては、ソフトウェアを開発し、社会福祉
士養成教育では模擬面接、保育者養成教育では模擬保育の動画をそれぞれ撮影した。その動画をパソコンや携帯
端末を学習者間で評価を行い、必要とされる専門的スキルの獲得に、従来の紙による学習よりも効果があること
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this research, focusing on education for social worker and child care 
teacher, we developed an educational program utilizing information technology and analyzed its 
effect. As a flow of research, we developed software, photographed a simulated interview for social 
worker training, and simulated childcare video in childcare education. We evaluated the movie on 
personal computers and mobile terminals among learners and clarified that it is more effective than 
conventional paper learning methods to acquire the necessary special skills.

研究分野：情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 近年の少子高齢化、介護ニーズの多様
化・高度化といった社会背景を踏まえ、福祉
政策としてもどのような福祉人材を、どのよ
うにして確保するのかというのは喫緊の課
題である。厚生労働省はインターネットやテ
レビ放送を活用した通信教育の積極的活用
を挙げ、介護の実務経験者が働きながら受講
しやすい環境整備の重要性を指摘している。 
 
(2) このような社会背景と福祉政策の方向
性があるにも関わらず、研究開始以前の時点
では、福祉専門教育の領域において情報技術
（ＩＣＴ）を活用した教材の開発が、これま
で行われていなかった。 
 
(3) これらを踏まえて、申請者らはまず、介
護職員実務者研修に着目してＩＣＴの活用
について検討を行った。その次に、福祉職（介
護職を含む）の実務者に対してアンケートを
実施し、どのようなアプローチで福祉専門教
育に情報技術を効果的に取り組んでいけば
良いかを検討した。この経緯を踏まえ、次の
研究目的を掲げるに至った。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、福祉専門教育におけるＩＣＴ
を活用した研究は、これまでに行われておら
ず、新規の領域を開拓し、より質の高い福祉
人材を養成する教育プログラムの開発を目
的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究方法としては①ソフトウェアの研
究開発、②開発したソフトウェアを使って実
務経験者による模擬演習の観察・評価の分析、
③同じくソフトウェアを使っての学生の模
擬演習の自己・相互評価の分析、④参加した
学生に対するインタビュー調査とその分析、
の４つである。 
 
(2) 福祉専門教育の範囲としては、社会福
祉士養成教育と保育者養成教育の２領域と
して、同じソフトウェアを活用することとし
た。社会福祉士養成教育では相談援助演習に
おける模擬面接とした。保育者養成教育では
教職実践演習における模擬保育とした。 
 
４．研究成果 
(1) ソフトウェアの開発については、プラ
ットフォームとしてはＬＭＳのMoodleとし、
オンラインで結ばれた自宅や大学における
パソコン、及び携帯端末で利用できるソフト
ウェアを開発した。 
 
(2) このソフトウェアは、模擬演習場面の
動画を視聴し、学習者は設定された評価項目
に基づいて獲得すべきスキルができている
のかをチェックし、その感想やアドバイスな
どを自由に入力することができるものであ

る。作成にあたっては山辺（2003）における
評価シートを参考にした。当初は模擬面接評
価指標のみで作成し、その後、模擬保育でも
活用できるように汎用性を高め、評価指標を
教材作成者が自由に設定できるようにバー
ジョンアップを行った。 
 
(3) 作成したソフトウェアで、模擬面接・
模擬保育の演習場面を視聴して評価する画
面については、図１、図２の通りである。学
習者による評価及びコメントをまとめて閲
覧する画面については、図３の通りである。 
 

図 1 パソコンの動画視聴・評価画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図 2 携帯端末の動画視聴・評価画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 パソコンでの評価閲覧画面 



(4) 開発した模擬面接に関するソフトウェ
アを活用した授業の展開については、2014 年
度から 2017 年度にかけて、社会福祉士国家
試験受験資格取得を目指す相談援助演習を
履修する学生に対して、行った。その教育実
績としては、表 1の通りである。結果につい
ては、表 2のように ICT の活用は役に立つと
いうことがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 1 模擬面接教材の活用実績 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 2 模擬面接におけるICTとプリントの比
較 
 
(5) ICT を活用した教材の利点は、表 3のよ
うに「自分を客観的に観察することができ
た」が最も多かった。全体的に自己評価を客
観的に行える、じっくりと観察することがで
きるという利点があることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 3 模擬面接におけるICTを活用した場合
の利点 
 
(6) 図 4 のように自由記述による感想の質
的分析では、自己の新たな気づき、客観的な
視点の獲得、反復的視聴による深い観察・評
価といった点が、ICT を活用する事による教
育効果として明らかとなった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 感想の質的分析 

 
(7) 保育者養成教育における模擬保育にお
ける ICT を活用した教材についても、2015 年
度から 2017 年度にかけて実施をした。模擬
保育では、あらかじめ保育指導案を作成し、
それに基づいて学習者が保育者役となって
模擬保育を展開した。他の学習者は、子ども
役となった。場所は養成教育機関内に設置さ
れた保育実習室を活用した。 
 
(8) 模擬保育場面の撮影については、図 5
のとおりである。カメラを 3台用意し、それ
ぞれの映像を選択して閲覧することができ
るようにして、模擬面接と同様に学習者同士
による相互評価を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 模擬保育場面の撮影状況 

 
(9) 模擬保育の評価では、有志の１～４年
生の学生が 19 名参加して行われた。模擬保
育の評価を行った後にアンケートを実施し、
教材としての教育効果について分析を行っ
た。 
 
(10) その結果、模擬保育においても①何度
も見直すことで自らの課題・改善点などを発
見することができる、②ちがった視点から模
擬保育を見ることができる、③模擬保育場面
と保育指導案を見比べながら保育の「ねら
い」を考えることができる、といった点で教



育効果が高いことが分かった。 
 
(11) 以上から、模擬保育においては①模擬
保育場面を自身の理解に応じて何度でも再
生できる、②模擬保育場面と指導案を見比べ
ながら「ねらい」を考えることができる、③
同じ模擬保育場面で、違った視点から活動を
見ることができる、④授業時間は模擬保育の
実施に費やし、ピアレビューを時間外に行う
ことが可能になる、⑤事前に模擬保育場面を
視聴し、授業でその中身を議論する事も可能
になる、ということを明らかにすることがで
きた。 
 
(12) 模擬面接および模擬保育に関する ICT
を活用した教育プログラムの開発という研
究テーマに取り組む中で、更に発展的研究課
題として①受講者が多いサービスラーニン
グ（貢献活動参加型学習）における ICT の活
用とその効果、②相談援助実習指導を支援す
るシステム開発の検討、といったテーマに取
り組み、新たな知見を得ることができた。 
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